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　年末も近づき，2025 年の新語・流行語大賞のノミ
ネート語が発表されました。恥ずかしながら私はその
半分も知りませんでした（世の中から取り残されてい
るのかもしれません）。なかでも「チャッピー」という
言葉は皆目見当がつかなかったため調べたところ，な
んてことはない「ChatGPT」のことでした。ご存じの
ように，これは米国の OpenAI 社が開発した生成 AI
サービスであり，2022 年末に一般向けに公開されて以
来，瞬く間に世界中に広がり，今や私たちの生活や仕
事に深く浸透しています。
　当科でも今や教室員の多くが，有料版の ChatGPT
ユーザーです。彼らは，論文の構成や英語への翻訳，
下図の作成といった学術活動のみならず，研修医の入
局案内や研究会のポスター作製等，教室の雑務も含
め，多岐にわたることに活用しているようです。私は
未だに AI サービスに課金する勇気がありませんが，
この時代の流れはもう後戻りできないと痛感していま
す。図書館に行って雑誌を借りて参考文献を一つひと
つコピーする，といった作業を今の若手はしたことも
ないでしょう。論文作成に必要な文献集は，AI を用い
れば瞬く間に出来上がってしまいます。私自身が直接
的に AI を使わなかったとしても，すでに多くの恩恵
を受けています。例えば，若手から提出される論文原
稿は，内容はともかく正しい英語で仕上がっていま
す。少なくとも，英文校正のストレスはなくなりまし
た。これまで投稿前に英文校正会社に支払っていた費
用も必要なくなるかもしれません。
　さて，話題は変わりますが，先日，国立大学医学部
長会議に出席しました。大学が抱える様々な課題が議
論されましたが，その一つが2023年から公的化された

共用試験，CBT（computer based testing）と OSCE
（objective structured clinical examination）の問題で
す。特に臨床実習で習得すべき能力を確認する OSCE
は，自学の内部評価者に加え CATO（医療系大学間共
用試験実施評価機構）から派遣される外部評価者を必
要とし，大学教員にとっては大きな負担となっており
ます。さらに，100 人を超える医学生のために，模擬
患者を集めたり指導したりすることも大変です。この
ため，模擬患者に対する医療面接を AI に行わせると
いう試みもされているようです。また巷では，そのよ
うなサービスがすでに有料で医学生や研修医に提供さ
れています。本を買って勉強しなくても，医療情報は
すぐ手に入り，レポートも AI で一発。そして診察の
練習は AI 模擬患者……。このような環境で育った医
師にかかるくらいなら，患者は最初から自宅で AI ド
クターに診察してもらった方がずっとマシではない
か……，などと考えながら会議を聞いていました。
　さて今回の特集は，下畑享良先生ご企画の「整形外
科医が知っておくべき脳神経内科疾患」です。脳神経
内科疾患の多くが整形外科を初診することが多いとい
われます。特集を通読して，私が知らなかったことも
沢山あり大変勉強になりましたし，今回の内容は読者
の皆様にとっても大変有意義なものだと確信しており
ます。ご執筆いただいた脳神経内科の先生方には，大
変わかりやすく解説いただいたことに厚く感謝申し上
げます。
　最後になりましたが，来る年も皆様にとって実り多
き一年となりますよう，心よりお祈り申し上げます。
 （石橋恭之）
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